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福
井
願
三
方
都
北
西
郷
村
日
向
湖
附
近

温
泉
の
試
掘
に
就

い
て

上

治

寅

次

郎

叫
､
緒

稲
井
膳
三
方
湖
附
近
の
地
質
は
波
速
久
雷
撃
士
の
調

査
報
文

(
地
質
調
査
朗
報
菅
･六
三
貌
)
が

あ
わ
'
聾

者
も
本
誌

(第
九
怨
｡第

1
漉
)
は
之
を
述
べ
た
rJ
と
も

ヒ
ルガ

あ
る
｡
其
後
p
日
向
湖
附
淀
を
踏
査
す
る
の
横
倉
を
程

耐
非
嚇
三
方
湖
北
西
郷
村
日
向
湖
附
近
池
永
の
試
卿
に
就
い
て

た
る
む
以
て
'
社
家
調
査
n
れ
売
る
匡
域
よ
･Jl
北
方
の

地
質

一
般
を
記
し
p
且
つ
日
向
湖
附
近
の
地
下
水
の
状

況
は
つ
い
て
記
述
す
る
｡

日
向
湖
は
小
藩
線
に
近

さ
海
岸
は
あ
･cht
附
近
に
は

中
潮
二
二
万
湖
･
管
湖
･
久

子々
湖
の
五
湖
沼
が
切
身
割

蒜

一
五



早



試
錐
を
行
以
て
之
を
確
定
す
る
乙
と
は
興
味
あ
る
問
題

で
あ
る
｡こ
.
田
向
湖
田
近
の
地
質

従
衆
.
日
向
湖
四
囲
の
地
質
は
古
鐘
瀞
の
み
と
さ
れ

て
ゐ
カ
が
､
花
掃
岩

･
輝
石
安
山
岩
等
の
火

成
岩
も
露

出
L
p
地
質
は
相
常
複
新
で
あ
る
｡

古
庄
厨
は
湖
沼
の
東
･西
及
商
に
露
出
し
､
雷
岩
｡砂

岩

｡
角
岩
よ
-
威
か
､
所
謂
秩
父
厨
の
中
部
又
は
上
部

に
珊
皆
す
る
｡
質
岩

は
東
南
部
の
山
地
に
最
も
多
-
､

最
高

一
四
六
米
の
山
地
を
な
し
て
久
々
子
湖
と
の
間
を

隔
て
る
山
地
を
覆
す
｡
其
他
東

北日
向
部
落
の
北
方
山

地
｡南
方
嵯
峨
随
道
附
近
ほ
も
E
.岩
･砂
岩
と
瓦
暦
を
を

し
て
分
布
す
る
｡
砂
岩
は
南
部
及
西
南
部
に
多
-
'
嵯

峨
隠
避
の
西
北
方
'
日
向
部
落

の
粟
北
方
等
ほ
於
で
は

常
磐
の
破
片
,yJ有
し
て
角
灘
贋
砂
岩
と
在
れ
る
も
の
が

多

い
｡
角
岩
は
京
岩
及
砂
岩
と
互
暦

む
な

し

で
存
在

し
.
屡

々
原
潜
を
な
し
て
存
在
す
る
｡
古
珪
圏
の
走
向

は
局
部
的
に
異
る
も
東
北
部
ほ
て
は
東
北
又
は
南
北
に

走
～,h
て
酉
は
向
ひ
七
〇
度
以
上
の
傾
斜
､
米
南
部
に
て

耐
非
悌
三
方
邦
北
田
郷
村
日
向
湖
附
妃
縦
糸
の
訊
粥
に
就

い
て

は
架
北
は
走
-
殆
ど
直
立
し
'
南
部
及
西
南
部
ほ
て
は

東
北
は
走
力
で
閥
は
五
〇
～
七
〇
度

の
傾

斜
を
有
す

る
｡
(
地
質
園
参
照
)

花
園
岩
は
兼
部
の
山
地
の

一
部
に
存
在
し
､
露
出
部

は
樹
木
と
雅
革
と
は
よ
り
で
擾
は
る
ゝ
も
.
そ
の
周
囲

の
演
谷
中
に
は
大
塊
を
覆
し
て
露
出
し
､
角
閃
石
の
最

多
-
し
て

1
見
閃
緑
岩
に
近

い
.
花
園
岩
に
接
鰯
せ
る

貢
岩
は
塾
威
せ
る
も
､
風
化
甚
し

き
を
以
て
'
特
殊
在

る
鉱
物
の
生
成
せ
る
を
識
別
し
難
し
.
閣
園
の

一
部
に

は
東
北
関
南
の
方
向

に
輝
線
扮
岩
の
岩
脈
の
音
盤
暦
を

貫
け
る
魔
が
あ
る
｡

輝
石
安
山
岩
は
鋤
叢
､
線
審
に
し
て
日
向
湖
の
閣
北

部
に
庶
-
露
出
L
t
湖
畔
に
饗
ゆ
る
富
士
形
の
日
向
富

士
(
二
二
〇
米
)
｡
岩
縁
(
二
〇
玉
来
)
を
作
カ
､
更
に
藍

I,.,㍗

に
西
方
の
梼
丈
縁

(
三
九
五
光
)
に
及
ぶ
が
如
し
｡

輝

石
安
山
岩
の
噴
出
後
石
英
脈
は
朗
々
に
生
じ
､
多
-
は

商
北
に
走
タ
'
鋸
床
を
仲
山
岩
線
の
西
方
に
は
蕃
拭
あ

り
で
p
iiI晋
､
銅
を
製
錬
し
わ
る
鋭
鋒
を
威
す
｡
即
ち

第
三
配
末
期
以
後
に
於
で
火
山
作
用
あ
わ
で
､
熱
水
溶

芯

一
七



地

球

節
二
十
六
徐

波
を
附
妃
の
岩
居
中
に
注
入
せ
し
ひ
る
如
き
作
用
の
行

は
れ
た
る
新
二不
す
.

三
p
断

層

及

亀

裂

濃
も
顕
著
な
る
は
口
向
湖
の
膚
牢
を
東
北
よ
り
関
南

に
近
-
斜
断
す
る
断
簡
ほ
し
で
'
乙
れ
と
斜
走
し
て
南

北
に
走
る
数
個
の
断
層
が
あ
る
｡
例

へ
ば
湖
の
北
方
に

於
で
は
日
向
部
落
を
横
断
す
る
も
の
に
し

て､
安
山
岩

の
束
紬
を
織
断
す
る
0

岩
磐
中
の
亀
裂
中
日
向
湖
の
東
南
岸
､
島
山
下
に
て

調
査
せ
る
は
走
向
北
六
〇
度
束
､
傾
斜
西
北
三
五
度
､
走

向
北
八
〇
庇
宛
う
傾
斜
甫
六
四
度
､走
向
北
六
〇
度
閣
'

傾
斜
北
八
〇
度
'走
向
北
二
〇
度
酉
､傾
斜
西
南
四
八
度

等
種
々
の
方
向
あ
ヵ
'
rJ
の
中
ほ
て
走
向
北
六
〇
度
乃

至
八
〇
度
東
の
も
の
と
､
北
二
〇
度
軸
の
も
の
と
は
鮎

潜
在
る
亀
裂
で
あ
る
｡

四
､
温
泉
の
情
誼
及
徴
候

日
向
湖
の
附
鑑
に
は
屡
々
奇
在
る
現
象
が
あ
っ
て
､

里
人
の
間
に
は
地
下
に
於
で
温
泉
の
湧
-
廃
が
あ
る
為

め
だ
と
言
以
棟

へ
て
居
る
｡
明
治
二
十
八
年
の
冬
日
向

肺

1
批

7人

-L
八

湖
面
が
自
濁
し
.
魚
族
は
多
量
に
浮
き
揚
が
み
､
水
も

暖
か
く
付
人
は
何
れ
も
塞
中
で
あ
っ
た
が
'
湖
水
は
入

っ
て
之
を
補

へ
ね
.
よ
-
濁
っ
た

の

は
兼
樺
で
あ
っ

た
｡
明
治
三
十
九
年

の
冬

も

湖
面
白
味
を
帯
び
て
濁

カ
P
免
租
は
浮
び
1
又
は
欄
投
の
石
垣
中
に
漂
着
せ
る

も
の
を
多
量
に
捕

へ
た
｡
大
正
七
-
八
年
の
頃
湖
面
の

牢
以
東
は
白
濁
.
以
西
は
茶
色
を
量
し
､
免
租
は
白
濁

せ
る
方
は
多
-
酔
っ
て
浮
遊
し
カ
｡
皆
目
は
西
風
の
強

い
日
で
あ
っ
た
｡
最

近は
昭
和
七
年
､
多
-
の
蘭
が
酔

っ
て
浮
遊
L
t
大
猟
が
あ
っ
た
.
以
上
の
諸
事
賓
は
確

か
で
あ
ら
う

｡

し
か
し
.
湧
泉
と
開
係
あ
る
か
否
か
ほ

つ
い
tJ
は
俄
か
に
速
断
は
出
凍
覆

い
｡

拝~
中
阿
歌
麿
氏
に
よ
れ
ば
'
日
向
湖
に
於
で
は
水
探

二
〇
米
以
下
に
は
硫
化
水
素
が
布
衣
し
､
探
皮
を
増
す

ほ
つ
れ
て
之
を
噂
加
し
て
屠
る
｡
rJ
机
は
淡
水
湖
が
俄

に
梅
と
連
絡
し
て
触
水
湖
と
化
し
な
る
際
は
淡
水
魚
旗

瓶
の
死
滅
を
生
じ
､
そ
れ
が
分
断
し
て
硫
化
水
素
を
生

じ
た
の
で
あ
る
と

い
ふ
｡
乙
の
硫
化
水
素
が
数
年
に

一

回
位
浮

き
上
身
1
種
の
臭
気
散
発
し
､
水
を
白
濁
せ
し



め
､
魚
楓
は
多
-
脆
兆
し
て
水
面
に
浮
き

上
る
も
の
で

あ
っ
て

暴
風
な
ど
で
水
博
の
憶
胤
ruれ
た
る
場
合
は

屡
々
起
る
現
象
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
屠
る
｡
日
向
湖

操
圏
に
は
硫
化
水
素
の
存
在
は
輩
賓
と
す
る
も
p
硫
化

水
素
の
生
成
原
因
は
田
中
氏
説
の
外
に
地
中
よ
-
瓦
斯

噴
出
む
も
考

へ
縛
る
事
柄
で
あ
っ
V
p
荷
考
究
を
婁
す

る
関
越
i･Jあ
る
｡
を
の
故
は
湖
岸
の
岩
磐
中
よ
り
鰯

々

硫
化
水
素
を
噴
出
す
る
箇
所
の
あ
る
故
で
あ
る
｡
而
し

て
硫
化
水
素
は
水
に
溶
解
し
=S
Lさ
を
以
で
p
水
に
溶
解

し
た
形
を
以
Ly
水
中
に
布
衣

す
る
の
で
あ
る
｡

湖
沼
の
東
南
'
浅

さ
湖
低
の
砂
磯
に
は
浜
の
生
ぜ
ざ

る
虞
が
あ
っ
て
､
を
の
附
近
は
如
砂
が
揮
肝
し
て
屠
る

fJ
と
が
あ
る
｡
附
近
の
湖
岸
に
近
-
揚
場
床
と
字
す
る

庭
あ
わ
下
限
地
む
な
し
､
湯
花
の
如
き
も
の
を
見
る
｡

湖
中

の
痩
所
又
は
砂
岩
中
よ
わ
は
往
々
地
下
よ
-
ブ
ク

ブ
ク
と
泡
沫
の
上
る
む
見
る
｡
附
鑑
の
地
下
に
於
で
は

地
鳴

り
を
聞
き
'
畑
に
働
け
る
人
々
は
よ
-
聞
-
と

5'

ふ
｡
南
岸
.
嵯
峨
隠
遁
北
大
-
口
開
基
常
時
に
微
温
湯

Ⅲ
で
人
々
之
机
に
借
し
た
と
樽

へ
る
｡
を
の
西
方
湖
岸

耐
非
牒
三
方
邦
北
四
郷
村
田
同
湖
附
近
.E1
泉
の
試
掘
に
就
い
て

wj】
-
--
21-I---1---
---,------
-ll--1
-～
-～-～Lhート_

ほ
は
石
垣
の
下
よ
り
池
の
浮

き
上
る
乙
と
あ
-
'
倣
源

を
戚
ず
る
と

い
ふ
｡
其
他
湖
の
東
南
岸
に
は
厳
寒
も
給

水
せ
ざ
る
こ
と
が
あ
っ
て
'
水
鳥
が
よ
-
集
ま
る
乙
と

は
猟
師
の
間
に
よ
-
知
ら
れ
y
居
る
｡

五
'
日
向
湖
南
洋
の
地
下
水

村
人
基
は
湖
沼
の
南
岸
の

一
部
を
埋
立

てゝ
湖
岸
を

去
る
約
1
0
凡
､
島
山
下
の
水
中
に
上
線
堀
試
掘
を
行

つ
カ
､
八
八
許
-
は
砂
土
で
､
以
下
は
砂
岩
と
を
-
七

二
〇
尺
附
近
で
渦
度
上
昇
す
る
如
-
恩
は
れ
L
も
帯
び

下
降
し
'
四
四
-
四
五
八
附
近
で
湧
水
あ
-
'
六
〇
八

捕
-
下
-
以
下
は
堅
-
し
て
､
掘
婁
不
可
酸
と
在
っ
て
､

失
敗
に
7
-,h中
止
し
た
｡
其
の
底
の
脱
皮
は
撮
氏

ll
七

皮
(
測
定
皆
時
の
気
温
･梅
氏

h
l(
皮
)
で
あ
る
｡

乙
の
地
瓢
よ
み
西
方
九
八
許
-
隔
て
た
る
､
湖
泥
満

潮
而
下
五
八
の
水
底
の
岩
磐
裂
糠
中
よ
-
湧
出
す
る
湧

泉
あ
-
､
約
二
坪
を
匿
割
し
て
坂
と
粘
土
と
で
陶
み
､

内
部
の
梅
水
を
ポ
ン
プ
ほ
て
汲
み
出
し
て
湧
川
状
況
を

槍
す
る
に
'
三
ヶ
所
よ
-
湧
出
し
.

一
ヶ
所
を
塞
け
ば

他
の
二
ヶ
所
は
湧
出
量
を
樹
す
鮎
よ
-
見
て
'
三
ヶ
所

式

.i
九

.



節-表 口向湖南岸島山下湧泉温度測定表

備考 1-4,昭利10咋9月28日,5-10昭利10咋10月31日,

11昭利10年11月1日の測光,1-4 は 5-11に此

し甚だ高弧,仰 55Co又は 70CD を測光 したる潜

あ りと聞 く｡

第三表 E日向湖南岸島山下湧
泉.の分析表

該Ii功泉は枚紬なる沈娃少免及緋層位
賀状拝辞物故蕊 を認め触色澄明l′こ泣

く微アルカリ性反艇を毒 し,締氏180

度L,=於ける固形物絶晃は本水 1立や
31.438瓦L/Cして柿氏 15度に於 ける比
IEX,A.1.021とすO
本水は鼎の弘成L,=於て水千分中左の
成分 を食材する溶液に1･FT常すo
KCl, Jn.l'摂.化 カリウム 0.6407
NH.ECl,轍化 アンモニウム 0.OOO6
NaCl, 挽化ナ トリウム 22,8618
Fe(fICOiう)2' ヒドロ淡酸蛾 0.0010
MgC12,鹿北 マグネ S/ウム 3.0515
MgSO.1,硫酸 マグネ シウム 1.7626
GaCl2, 雄化 カルi,ウム 1.0585

Ga(HCO;ち)2,ヒ ドロ脱酸カルシウム
0.0339

Ca(CO;ち)か淡酸 カルシウム 0.0627
Ca(OH)2,水酸 カルシウム 0.0361
HBSiO3, メタ珪酸 0.0009

地

球

鮮

二
十
六
番

北
ハに
連
絡
せ
る
も
の
在
る
rJ
と
む
知

っ
た
｡
乙
の
湧
泉

の
渦
度
及
び
湧
出
盈
並
に
凍
都
市
立
衛
生
試
験
所
の
分

析
姑
基
は
第

一
党
乃
至
第
三
表
は
示
す
通
-
で
あ
る
｡

無
期
間
の
測
定
で
あ
る
か
ら
泉
温
湧
出
最

の
遵
紙
的
婁

化
は
不
明
で
あ
る
｡

第二表 口闘師有岸湧泉湧出量

備考 1-8,l即 日10年10月31的 欄
10時よtJ正-FlL迄のilu斑,9,脂

利1(均三11月1日 午前測光音別tI

蛍の差Itt･だ多 し.



税政
は
二
個
の
最
高
塞
暖
計
に
て
測
定
し
'
湧
出
畳

は

湧出
口
に
土
管
を
埋
め
､
そ
の
土
管
上
に
溢
出
す
る

水
を

一
端
に
て
基
め
て
之
を
測
定
し
た
｡
湖
底
な
る
の

と
､
ポ
ン
プ
の
故
障
夜
ど
の
た
め
に
､
長
期
に
瓦
-
逮

宿
し
て
観
測
す
る
乙
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
が
'
観
測

の
範
囲
で
は
次
の
如
き
性
質
を
知
っ
た
O

閃

悦出
畳
も
脱
皮
も
甚
し
-
不
同
で
あ
る
｡

潮

湧
泉
中
に
は
多
最
の
溢
水
の
混
入
せ
る
乙
と
｡

㈲

脱
皮
は
相
常
高
-
'
固
溶
物
質
も
利
骨
盤

江
連
す

る
ら
し
d
l,乙
と
.

但
し
､
概
恋
の
姉
弟
に
於
で
は
現
今
の
湧
泉
地
鮎
が

果
し
て
､
試
掘
楳
程
と
し
て
政
も
通
常
夜
少
や
､
否
や

は
硝
p
十
分
研
究
の
飴
地
あ
る
も
.附
鑑
は
於
で
好
適
地

を
選
定
L
で
､
研
究
的
ほ
試
掘
を
行
は
ば
rJ
の
疑
問
h
t

容
易
に
獅
決
し
縛
る
で
あ
ら
う
｡
而
し
て
.
現
今
の
悦

払
温
度

･
免
最
其
の
他
に
担
化
の
多
き
乙
と
は
､
海
水

の
混
入
の
外
に
他
の
原
因
あ
る
べ
-
.
興
味
あ
る

LI
轟

賓
で
あ
る
｡

筆
者
の
調
査
せ
し
､
昭
和
十
年
九
月
廿
八
日
に
は
湧

trtZ
井
暇
三
方
郷
北
田
郷
村
日
向
湖
附
近
況
泉

の
武
伽
に
就

い
て

出
地
附
近
の
浅

さ
水
底
各
所
よ
-
屡
々
瓦
斯
の
上
昇
す

る
を
見
'
湧
泉

渦
度
も
'
最
高
平
均
糠
氏
四
八

･
五
度

を
測
定
し
た
｡
然
る
に
昭
和
十
年
十
月
三
十

一
日
よ
少

三
日
に
至
る
四
日
間
は
仝
-
瓦
斯
の
上
昇
を
-
泉
弧
も

前
回
は
此
し
､
甚
し
-
低
下
し
嘩
氏
二
二
度
乃
至
二
三

度
程
度
で
あ
っ
た
｡
乙
の
瓢
よ
-1
考
ふ
れ
ば
泉
弧
の
壁

化
は
罫
に
海
水
の
混
入
の
み
の
原
因
に
よ
る
も
の
と
は

覆
し
程
を

い
様
で
あ
る
｡

六
七
日
向
湖
北
岸
の
地
下
水

日
向
潮
北
岸
及
び
南
岸
に
亙
る
四
〇
個
の
井
水
を
概

査
し
光
る
結
果
は
箪
玉
来
に
示
す
通
わ
で
あ
っ
て
'
第

四
〇
戟
以
外
は
全
部
日
向
湖
中
央
部
以
北
の
地
下
水
の

状
況
で
あ
る
｡
桂
意
す
べ
き
は
山
鹿
の
湧
泉
は
樹
氏

一

四
度
な
る
に
､
地
下
水
中
に
は

tl
七
度
を
越
ゆ
る
も
の

あ
る
こ
と
､
特
は
水
酸
化
銀
其
他
の
含
有
固
形
物
の
==認

許
在
る
7P
の
あ
る
こ
と
｡
而
し
て
rJ
れ
等
の
地
下
水
の

春
在
す
る
地
は

軍
は

1
箇
所
に
止
ま
ら
ず
､

他
に
も

1
-
二
ヶ
所
に
於
で
'
同
様
在
る
性
贋
を
有
す
る
rJ
と

は
注
意
す
べ
-
､
日
向
湖
畔
に
於
で
は
南
方
島
山
下
附

三

二
一
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夢

二

十
六

各

節
一
班

僻考 希掛 ま馴咽 牌 の西端 よ.),糊料 ,=妃く北端域 南端に及び･鉾40舵
は南岸 の地下水であるo



近
の
み
在
ら
ず
､
他
に
も
試
錐
の
候
補
地
が
あ
る
ら
し

-
瓜
は
れ
る
〇

七
､
結

論

日
向
湖
附
近
は
歌
父
童
鐘
暦
を
主
と
し
､
之
を
貰
き

て
花
園
岩
｡輝
線
扮
岩
｡安
山
岩
等
の
噴
出
岩
が
沈
入
し

て
屠
る
｡
安
山
岩
沈
入
後
鋭
床
珪
成
作
用
も
行
は
れ
､

各
所
に
石
英
脈
を
膳
胎
す
る
｡
日
向
湖
附
近
は
土
地
陥

没
に
よ
-
で
'
現
今
の
複
雛
在
る
地
形
を
な
せ
る
も
の

在
る
べ
-
'
断
簡
線

｡
亀
裂
線
多
し
｡

日
向
潮
湖
岸
の
湧
泉
は
rJ
れ
等
の
巌
紬
に
沿
ひ
で
湧

出
す
る
も
の
に
し
て
p
駄
弧

｡
湧
出
畳
共
に
鼻
化
に
富

む
｡
湧
泉
千
分
中
固
形
分
絶
食
三

二
四
三
八
に
達
し
､

其
の
中
食
飽
分
大
部
分
を
占
む
｡
該
湧
泉
甲
に
は
溢
水

の
混
入
す
る
rJ
と
多
-
'
泉
温
･
湧
出
量
の

一
定
せ
ざ

る
原
因
の

一
部
は
其
れ
に
よ
る
べ
L
と
推
定
さ
る
J
も

他
に
地
撃
的
の
原
因
あ
ら
.と
考

へ
ら
れ
る
｡
日
向
湖
南

樺
は
混
泉
の
試
掘
の
倍
補
地
の

一
夜
ら
む
79
､
徴
侠
描

著
在
る
地
の
試
掘
は
於
で
も
失
敗
に
了
は
る
例
多
き
を

以
宅
､
其
の
位
置

･
試
掘
芳
弘
等
ほ
っ
9
,で
は
十
分
な

る
研
究
を
現
す
O
調
査
の
範
囲
は
放
て
は
日
向
湖
北
樺

其
他
に
於
で
も
､
鋸
泉
湧
出
の
徴
候
あ
る
地
鮎
あ
る
も

の
ゝ
如
し

｡

(
完
)

門
司
市
及
山
田
聯
厚
狭
町
附
渡
の
硯
石
統

竹

原

平

一

門
司
市
附
近
ほ
は
時
代
未
詳
の
中
塵
暦
が
存
在
し
て

居
る
事
は
明
治
甘
年
代
よ
み
既
は
知
ら
れ
て
居
た
が
其

門
司
柑
及
川
U
悌
厚
狭
町
附
虹
の
税
石
紋

の
後
先
部
数
接
の
御
研
究
ほ
て
古
典
暦
は
属
す
る
部
分

も
明
に
混
入
し
て
居
る
事
が
判
っ
た
が
p
地
質
構
造
は

宝

二
三.


